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1. 事業名

2. 実施時期
3. 実施場所
4. 事業の内容等

内藤英二（宇都宮共和大学シティライフ学部教授）

まちなかクールシェアコ ンサートの開催と節電効果の測定

2019年6月30日から2020年2月29日まで
宇都宮共和大学シティライフ学部宇都宮シティキャンパス1階砂トランスホーJv 
A. 概要：宇都宮市内大通りに位置するキャンパス内1階エントランスホー

ルで、 7月20日（土）と8月24日（土）の両日、午後1時から4時半ま
で、 クールシェアコンサートを開催。
B. 目的： CD-般家庭での電力消費がヒ

°
—クを迎える真夏の午後に、 家庭の

エア コ ンを切って外出し、冷房のある施設に人々が集まり、涼しさを分かち
合う「クールシェア」活動を、 キャンパス周辺地域で実践し、 周辺住民への

「クールシェア活動」の普及促進を図り、併せて節電、省エネルギーをはじ
めとする環境に関する理解を深めます。②出演者・運営スタッフ・来場者を
含む参加者数をもとに、 コ ンサートによる周辺地域の節電効果を測定っ来場
者数の計測は、購入したレモン牛乳アイスを休憩時間に来場者に配布し、そ
の残数から来場者数を算出します。節電効果の計測に必要な来場者の居住形
態(1戸建て、 集合住宅）などのデータは、 当日配布、 回収する来所者アン
ケートを参考に集計。
C. 活動内容
C-1
7月20日（土）第11回
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5. □疇と今,A. 来場者数 300名 (7月20日 170名 8月24日 130名）
後の課題 B. 節電効果：節約できた電力量 540キロワット

削減できた二酸化炭素量 272キログラム
在宅時の夏の午後2時の電力使用量に占めるエアコンの割合58%から1

時間あたりの消費電力を0. 6 キロワット、 1 キロワットの発電で排出され

るにサンタ炭素量を505グラムと仮定して計算。

C. 今後の課題：

①宇都宮市東地区連合自治会を中心に、 約2000世帯に回覧板の形式で
開催を告知したが、 一部の自治会で開催告知資料の未達があった。

今後は、 回覧板ではなく、全世帯へのチラシ吾況了を目指したい。
②芋都宮市外在住の出演者も出てきたため、ロコミで東地区以外あるいは市

外からの参力詞手も見られるようになってきた, SNSなどの新しい周知メデ
ィアの導入が必要である。

③小学校合唱部の出演は父兄の参加者増加に効果があることがわかってき
たが、これに伴って低学年児童、未就学児等の来場も増えることが今後は

考えられるで、会場の安全面での管理体制を整備すると同時に、プログラ
ムに低学年児童や未就学児にも親しみやすいものむ着やすなどの工夫が

必要である。

④司会進行を務めた学生の声が聞き取りにくいなどの意見もあったので、音

響表置の瓢野、担当する学生の機材、機器活用のための練習に力を入れ
る必要がある。

⑤ 2020年はオリンピック開催期間中とコンサート開催日程が重複する

ので、開催日程について考慮する必要があるが、クールシェア周知活動の
一環として実施するイベントなので、 7、 8月期を外しての開催は困難。 




